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担当者ゆえの具体的な制約の厳しさもあったが、紙面
構成の在り方にポイントを置いたものとした。
・  添付は、セミナー実施以前のH19 年 7月発行、およ
びセミナー実施後のH20年４月発行の ｢市民と市政｣
の表紙と内部ページである。
・  表紙は大きく扱った写真、レイアウトの整理から、シ
ンプルではっきりとしたものに、また内部ページは縦
横混在するレイアウトの整理と２色刷りによる見やす
さの向上を図ることができた。
３）最終セッション
・  Ａチーム、Ｂチームの成果発表をもとに、実践セミナー
の振り返りと課題の整理を実施。
・  種々の作成技法に加えて刊行物が具備すべき情報の優先
順位とそのボトムラインはどこまでか、「だれ」が「なに」
を ｢だれ」に伝えるか。
・  今後メディアはどう変化するか、そしてその影響はどう
なるか ( 発信媒体の変化）と高齢化する市民の新しい
メディアへの対応能力をどう考え使い分けるのか。
・ 市発信情報が目指すべき格調や品位とはなにか
などを議論する中から、現場担当者として対応できる技術
的内容と、高岡市の方針事項として戦略的に管理されるべ
きことに類別されること、特に後段の重要性についての認
識をセミナー全体の共通理解とした。
今後の計画
　活動の３年目はこの２年の活動をもとに、「アートマイン
ドの醸成 / 高岡市は何ができて何が今後の課題か」のテー
マのもとに上級職員の意識改善プログラムを実施し、新入
職員、中堅実践職員と続くプログラムの仕上げとする。
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